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歩
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！
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市
長
稲
森
と
し
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お
で
き
ご
と
コ
ラ
ム
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太
陽
光
発
電
は
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
切
り

札
で
も
あ
る
一
方
、
市
内
外
で
も
土
砂
災
害
へ

の
不
安
や
良
好
な
自
然
環
境
や
景
観
へ
の
悪
影

響
な
ど
住
民
の
中
で
も
意
見
が
分
か
れ
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。

　

伊
賀
市
で
は
、
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぎ
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
守
る
た
め

に
、
市
独
自
の
「
伊
賀
市
太
陽
光
発
電
施
設
と

地
域
社
会
と
の
合
意
形
成
の
促
進
に
関
す
る
条

例
」（
仮
称
）
の
制
定
を
め
ざ
し
ま
す
。

​　
計
画
の
早
い
段
階
か
ら
の
「
情
報
の
見
え
る

化
」、
事
業
者
へ
の
「
住
民
と
の
対
話
の
義
務

化
」、
そ
し
て
不
適
正
な
事
案
に
対
し
て
市
が

「
勧
告
や
公
表
」
を
毅き

然ぜ
ん

と
行
う
こ
と
を
３
つ

の
柱
に
据
え
た
条
例
案
を
12
月
の
市
議
会
に
提

出
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

​　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
は
、
地
域

と
の
信
頼
関
係
が
長
期
的
に
わ
た
り
継
続
す
る

こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
で
も
市
民

の
皆
さ
ん
の
声

を
真
摯
に
伺
い

な
が
ら
、
地
域

と
調
和
し
た
安

心
の
ま
ち
づ
く

り
を
前
に
進
め

て
い
き
ま
す
！

～
対
話
か
ら
は
じ
ま
る
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
～

まちかど通信 伊賀市内のできごとを写真で紹介します

03　まちかど通信
04　特集　変わらぬ使命のために
09　観光で広がる地域産業のつながり
10　「ごみ」を「資源」に
12　2026 伊賀市民文化祭の参加者募集
13　2026 忍者の里伊賀上野シティマラソン参加者募集

　「第 19 回 輝け！いがっ子フォトコンテスト」作品募集
14　国民健康保険税に子ども・子育て支援金分が加算されます

　資格情報のお知らせ・資格確認書の更新
　９月 13 日に集団健診を実施します

15　後期高齢者医療保険加入者の皆さんへ
　国民年金のはなし

16　介護保険料納入通知書をご確認ください
　「S

シ ノ ビ ズ

HINOBI-Z I
イ ガ

GA」キックオフイベント開催
17　電力スマートメーターを活用したフレイル予防事業参加募集中！
18　人権作品を募集します

　芭蕉祭子ども合唱団参加者募集
　警察署だより

19　くらしの情報
25　図書館だより
26　伊賀城和定住自立圏ニュース
27　芭蕉翁記念館だより

　となりまち い・こ・か
28　伊賀市の文化財

　イガプロ
29　上野総合市民病院だより

　明日に向かって（人権コラム）
30　８月の子育てカレンダー
31　８月の無料相談
32　いがフォト

　７月の二次救急実施病院

もくじ

７月号

今月の表紙

　今月の表紙は、伊賀消防署救助隊です。
　消防士は、火災や災害現場に迅速に駆け
つけ、命を守るために全力を尽くしていま
す。日々の訓練を重ね、緊急時に冷静な判
断と確かな技術を発揮できるよう備えてい
ます。消防士の活動は、皆さんの安全と安
心を守ることが大きな使命です。
　今回の特集では、救助隊の活動や、今後
増加が予想される水の事故を防ぐポイント
を紹介します。詳しくは４～８ページをご
覧ください。

2026 年９月１日㈫から
開庁（行政窓口等受付）時間変更

午前 9 時から 
午後 4 時 30 分まで
皆さんのご理解・ご協力をお願いします。

詳しくはこちら

伊賀市内の大規模太陽光発電計
画への反対署名を受け取る

5
29 第 32 回生

い の ち
命の駅伝

　「命」と書かれた黄色い旗を背負ったランナーが伊賀上野城を出発し、市内を駆け巡りました。生命の駅伝
はがん研究支援のため、募金を呼びかけながら、県内各地をリレー形式でつなぐ取り組みです。沿道からも温
かい声援が送られ、地域一体となってゴールまで走り切りました。

5
26 行政相談委員の表彰

　行政相談委員の増永秀美さんが総務省中部管区行政評価局長表彰を受賞しました。
　増永さんは、行政に関する相談を受け付け、解決に向けた助言を行うなど、市民と行政との架け橋として活
躍されています。
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